
(57)【要約】

【課題】作動液を通流させるために必要なポンプを構成

するモータの容量を小さくすることができる、車高調整

が可能なサスペンション装置を提供する。

【解決手段】車輪Ｗを回転自在に支持するアクスル部材

１を、上下方向に延在するショックアブソーバ２および

スプリング３を介して、車体Ｓと連結してなるサスペン

ション装置であって、

　前記アクスル部材２と前記車体Ｓとの間に、前記スプ

リング３と直列に第一液室４を介装し、

　前記第一液室４に流路５を介して連通されるとともに

、アキュムレータ６の一部をなす第二液室７を設け、

　前記流路５に双方向に送液可能なポンプ８を設けてな

る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 車 輪 を 回 転 自 在 に 支 持 す る ア ク ス ル 部 材 を 、 上 下 方 向 に 延 在 す る シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ お
よ び ス プ リ ン グ を 介 し て 、 車 体 と 連 結 し て な る サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 ア ク ス ル 部 材 と 前 記 車 体 と の 間 に 、 前 記 ス プ リ ン グ と 直 列 に 第 一 液 室 を 介 装 し 、
　 前 記 第 一 液 室 に 流 路 を 介 し て 連 通 さ れ る と と も に 、 ア キ ュ ム レ ー タ の 一 部 を な す 第 二 液
室 を 設 け 、
　 前 記 流 路 に 双 方 向 に 送 液 可 能 な ポ ン プ を 設 け て な る サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 流 路 に 切 換 弁 を 設 け て な る 請 求 項 １ に 記 載 の サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ポ ン プ を 構 成 す る モ ー タ を 回 生 可 能 と し て な る 請 求 項 １ も し く は ２ に 記 載 の サ ス ペ
ン シ ョ ン 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 車 体 の 上 下 加 速 度 を 検 出 し 、 当 該 上 下 加 速 度 が 上 向 き の 場 合 に は 前 記 第 一 液 室 を 当
該 上 向 き の 加 速 度 に 比 例 し た 速 度 で 収 縮 さ せ 、 当 該 上 下 加 速 度 が 下 向 き の 場 合 に は 前 記 第
一 液 室 を 当 該 下 向 き の 加 速 度 に 比 例 し た 速 度 で 膨 張 さ せ る よ う に 前 記 ポ ン プ を 構 成 す る モ
ー タ を 制 御 す る 制 御 手 段 を 設 け て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の
サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 車 高 調 整 が 可 能 な 、 サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 車 高 調 整 が 可 能 な サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 と し て は 、 従 来 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ 、 図 ５ も
し く は 図 ６ に 示 す よ う に 、 シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ ５ １ の シ リ ン ダ 筐 体 ５ ２ の 下 端 部 に ピ ス ト
ン ５ ３ を 接 合 し 、 当 該 ピ ス ト ン ５ ３ を 付 加 シ リ ン ダ 筐 体 ５ ４ に 液 密 か つ 摺 動 自 在 に 嵌 設 し
て 、 当 該 付 加 シ リ ン ダ 筐 体 ５ ４ 内 に ピ ス ト ン ５ ３ の 上 下 に 区 画 さ れ る 、 上 側 液 室 ５ ５ と 下
側 液 室 ５ ６ を 、 ポ ン プ ５ ７ を 介 し て 液 密 に 連 通 さ せ て 、 上 側 液 室 ５ ５ と 下 側 液 室 ５ ６ と の
間 で 相 互 に 作 動 液 を 通 流 す る こ と で 、 車 高 調 整 を 行 う も の が 提 案 さ れ て い る 。 図 ５ で は 、
切 換 弁 ５ ８ を 用 い て 、 上 側 液 室 ５ ５ と 下 側 液 室 ５ ６ と の 間 で 作 動 液 を 通 流 さ せ る 構 成 で あ
り 、 図 ６ で は 、 ポ ン プ ５ ７ を 双 方 向 に 送 液 可 能 な も の と し て 上 側 液 室 ５ ５ と 下 側 液 室 ５ ６
と の 間 で 作 動 液 を 通 流 さ せ る 構 成 で あ り 、 い ず れ の 構 成 に お い て も 、 ピ ス ト ン ５ ３ の 上 下
動 に 伴 う 、 上 側 液 室 ５ ５ 内 の 作 動 液 の 体 積 と 下 側 液 室 ５ ６ 内 の 作 動 液 の 体 積 と の 間 の 体 積
差 を 吸 収 す る た め の リ ザ ー バ ５ ９ が 設 け ら れ 、 リ ザ ー バ ５ ９ 内 の 作 動 液 は 大 気 圧 に 通 じ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ５ お よ び ６ の 構 成 に お い て 、 ポ ン プ ５ ７ の 仕 事 量 を 考 え る と 、 当 該 仕 事 量 は 、 ポ ン プ
５ ７ の 前 後 の 差 圧 Ｐ と ポ ン プ が 吐 き 出 す 流 量 Ｑ の 積 Ｐ × Ｑ で 表 さ れ る 。 こ れ ら の 構 成 に お
い て は い ず れ も 、 リ ザ ー バ ５ ９ 内 の 作 動 液 は 大 気 圧 に 通 じ て い る た め 、 ピ ス ト ン ５ ３ を 上
下 動 さ せ る た め に 必 要 な 圧 力 つ ま り は 最 低 限 車 重 を 支 持 す る こ と が で き る 圧 力 ま で 、 作 動
液 を 昇 圧 さ せ る 必 要 が 生 じ 、 差 圧 Ｐ が 大 き い こ と に 起 因 し て 、 ポ ン プ ５ ７ の 仕 事 量 が 大 き
く な り 、 ポ ン プ ５ ７ を 構 成 す る モ ー タ の 容 量 が 大 き く な っ て し ま う と い う 問 題 点 が あ っ た
。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － １ ６ ２ ５ ２ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 技 術 が 抱 え る 上 記 の 問 題 点 を 解 決 す る こ と を 課 題 と す る も の で あ り 、 そ
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れ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 作 動 液 を 通 流 さ せ る た め に 必 要 な ポ ン プ を 構 成 す る モ ー タ の 容
量 を 小 さ く す る こ と が で き る 、 車 高 調 整 が 可 能 な サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 を 提 供 す る こ と に あ
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 請 求 項 １ に 係 わ る サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 は 、 車 輪 を 回 転 自 在 に 支 持 す る ア ク ス ル 部 材 を 、
上 下 方 向 に 延 在 す る シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ お よ び ス プ リ ン グ を 介 し て 、 車 体 と 連 結 し て な る
サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 ア ク ス ル 部 材 と 車 体 と の 間 に 、 前 記 ス プ リ ン グ と 直 列 に 第 一 液 室 を 介 装 し 、
　 第 一 液 室 に 流 路 を 介 し て 連 通 さ れ る と と も に 、 ア キ ュ ム レ ー タ の 一 部 を な す 第 二 液 室 を
設 け 、
　 前 記 流 路 に 双 方 向 に 送 液 可 能 な ポ ン プ を 設 け て な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ に 係 わ る サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 に よ れ ば 、 図 ５ お よ び ６ に 示 す 従 来 の 構 成 に お け
る リ ザ ー バ に 相 当 す る 第 二 液 室 が ア キ ュ ム レ ー タ の 一 部 を な す 液 室 で あ る た め 、 車 重 を 支
持 す る の に 必 要 な 圧 力 を 、 ア キ ュ ム レ ー タ に よ り あ ら か じ め 作 動 液 に 付 勢 す る こ と が で き
、 こ れ に よ り 、 ポ ン プ に よ り 作 動 液 を 大 気 圧 か ら 車 重 を 支 持 す る の に 必 要 な 圧 力 ま で 昇 圧
さ せ る こ と を 廃 し て 、 ポ ン プ の 仕 事 量 を 大 幅 に 低 減 す る と と も に 、 ポ ン プ を 構 成 す る モ ー
タ の 容 量 を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 に 示 す と こ ろ に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 た る サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 の 要 部 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 例 に な る サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 車 輪 Ｗ を 回 転 自 在
に 支 持 す る ア ク ス ル 部 材 １ を 、 上 下 方 向 に 延 在 す る シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ ２ お よ び ス プ リ ン
グ ３ を 介 し て 、 車 体 Ｓ と 連 結 し て な る サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 ア ク ス ル 部 材 １ と 車 体 Ｓ と の 間 に 、 前 記 ス プ リ ン グ ３ と 直 列 に 第 一 液 室 ４ を 介 装 し
、
　 第 一 液 室 ４ に 流 路 ５ を 介 し て 連 通 さ れ る と と も に 、 ア キ ュ ム レ ー タ ６ の 一 部 を な す 第 二
液 室 ７ を 設 け 、
　 前 記 流 路 ５ に 双 方 向 に 送 液 可 能 な ポ ン プ ８ を 設 け て な る 。 （ 請 求 項 １ に 相 当 ）
　 こ こ で は 、 第 一 液 室 ４ は 、 車 輪 Ｗ 側 の 部 材 で あ る 、 ア ク ス ル 部 材 １ 側 に 設 け ら れ 、 ア キ
ュ ム レ ー タ ６ お よ び ポ ン プ ８ は 、 車 体 Ｓ 側 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 流 路 ５ は 、 サ ス ペ ン
シ ョ ン 装 置 と し て の ス ト ロ ー ク に よ る 変 位 を 吸 収 す る た め に 、 そ の 一 部 が 弾 性 部 材 （ 例 え
ば ゴ ム ホ ー ス ） で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ こ で は 、 第 一 液 室 ４ は シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ ２ の シ リ ン ダ 筐 体 ９ に 付 加 シ リ ン ダ 筐 体 １
０ を 液 密 に 嵌 設 す る こ と に よ り 構 成 さ れ る が 、 第 一 液 室 の 形 態 は こ れ に 限 ら れ る も の で は
な く 、 ア ク ス ル 部 材 １ と 車 体 Ｓ と の 間 に 、 ス プ リ ン グ ３ に 直 列 に 配 置 さ れ て い れ ば 事 足 り
る 。
　 ま た 、 ポ ン プ ８ の 形 態 は 特 に 限 定 す る も の で は な い が 、 こ こ で は 、 ギ ア 式 の も の が 用 い
ら れ 、 １ １ は ポ ン プ ８ を 構 成 す る モ ー タ を 示 す 。
　 さ ら に 、 ア キ ュ ム レ ー タ ６ 内 に は 第 二 液 室 ７ 内 の 作 動 液 に 圧 力 を 付 勢 す る 空 気 ば ね と し
て の 役 割 を 果 た す 気 体 室 １ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 第 二 液 室 ７ が ア キ ュ ム レ ー タ ６ の 一 部 を な す 液 室 で あ る た め 、 車 重 を 支
持 す る の に 必 要 な 圧 力 を 、 ア キ ュ ム レ ー タ ６ の 気 体 室 １ ２ に よ り 第 二 液 室 ７ 内 の 作 動 液 に
あ ら か じ め 付 勢 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 ポ ン プ ８ に よ り 作 動 液 を 大 気 圧 か ら 車 重 を
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支 持 す る の に 必 要 な 圧 力 ま で 昇 圧 さ せ る こ と を 廃 し て 、 ポ ン プ ８ の 仕 事 量 を 大 幅 に 低 減 す
る と と も に 、 ポ ン プ ８ を 構 成 す る モ ー タ １ １ の 容 量 を 小 さ く す る こ と が で き る 。 つ ま り 、
ポ ン プ ８ を 構 成 す る モ ー タ １ １ は 第 一 液 室 ４ を 膨 縮 さ せ る た め だ け の 仕 事 を 負 担 す る に 足
り る 容 量 と す れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 な お 、 ア キ ュ ム レ ー タ と は 、 蓄 圧 器 の こ と で あ り 、 作 動 液 （ 油 等 ） の 圧 力 エ ネ ル ギ ー を
気 体 （ 空 気 ・ 窒 素 ガ ス 等 ） の 圧 力 エ ネ ル ギ ー に 変 換 し て 蓄 え て お く も の で あ る 。 一 般 に ア
キ ュ ム レ ー タ に よ れ ば 、 作 動 液 た る 油 に 所 定 の （ 例 え ば １ ０ ～ ２ ０ Ｍ Ｐ ａ ） の 圧 力 を 付 勢
す る こ と が 可 能 で あ り 、 油 の 圧 縮 性 に よ る 応 答 遅 れ は １ ． ０ Ｍ Ｐ ａ 以 下 の 圧 力 で 生 じ る こ
と に 起 因 し て 、 従 来 の リ ザ ー バ を 用 い た 構 成 に 比 し て 、 油 の 圧 縮 性 に よ る 応 答 遅 れ を 廃 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ こ で 、 好 ま し く は 、 ポ ン プ ８ と 第 一 液 室 ４ と の 間 の 流 路 ５ に 図 示 し な い 切 換 弁 を 設 け
る 。 （ 請 求 項 ２ に 相 当 ）
　 こ れ に よ れ ば 、 第 一 液 室 ４ を 所 定 の 体 積 ま で 膨 張 ま た は 収 縮 さ せ て 車 高 調 整 し た 後 、 そ
の 車 高 を 保 持 す る た め に 第 一 液 室 ４ を 所 定 の 体 積 に 保 つ に あ た り 、 ポ ン プ ８ を 駆 動 し 続 け
る こ と を 廃 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 エ ネ ル ギ ー 効 率 を 高 め る こ と が で き る 。 さ ら
に 、 第 一 液 室 ４ と ポ ン プ ８ と の 間 の 流 路 ５ に 図 示 し な い 切 換 弁 を 設 け る こ と に よ り 、 ポ ン
プ ８ に 漏 れ が 発 生 し た 場 合 に お い て も 、 第 一 液 室 ４ を 所 定 の 体 積 に 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 好 ま し く は 、 ポ ン プ ８ を 構 成 す る モ ー タ １ １ を 回 生 可 能 な も の と す る 。 （ 請 求 項
３ に 相 当 ）
　 こ れ に よ れ ば 、 リ バ ウ ン ド 時 に お い て 、 ア キ ュ ム レ ー タ ６ に 蓄 圧 さ れ た エ ネ ル ギ ー に よ
り 、 第 二 液 室 ７ か ら 第 一 液 室 ４ に 作 動 液 を 通 流 さ せ 、 ポ ン プ ８ お よ び モ ー タ １ １ を 回 転 さ
せ て 、 モ ー タ １ １ に よ り 電 力 を 回 生 す る こ と に よ り 、 ア キ ュ ム レ ー タ ６ に 蓄 圧 さ れ た エ ネ
ル ギ ー を 回 収 す る こ と が で き る 。 こ れ と と も に 、 バ ウ ン ド 時 に お い て 、 第 一 液 室 ４ に 路 面
か ら 入 力 さ れ る エ ネ ル ギ ー に よ り 、 第 一 液 室 ４ か ら 第 二 液 室 ７ に 作 動 液 を 通 流 さ せ 、 ポ ン
プ ８ お よ び モ ー タ １ １ を 回 転 さ せ て 、 モ ー タ １ １ に よ り 電 力 を 回 生 す る こ と に よ り 、 路 面
か ら の 入 力 エ ネ ル ギ ー を 回 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 に 係 わ る サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 の 凹 凸 路 面 走 行 時 に お け る 制 御 内 容 を 説 明
す る 模 式 図 で あ る 。
　 車 体 Ｓ の 上 下 加 速 度 Ｇ を 車 体 Ｓ に 設 け た Ｇ セ ン サ １ ３ に よ り 検 出 し 、 当 該 上 下 加 速 度 Ｇ
が 上 向 き の 場 合 に は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 第 一 液 室 ４ を 当 該 上 向 き の 加 速 度 に 比 例
し た 速 度 Ｖ １ で 収 縮 さ せ 、 当 該 上 下 加 速 度 Ｇ が 下 向 き の 場 合 に は 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う
に 、 第 一 液 室 ４ を 当 該 下 向 き の 加 速 度 に 比 例 し た 速 度 Ｖ ２ で 膨 張 さ せ る よ う に 、 前 記 ポ ン
プ ８ を 構 成 す る 図 示 し な い モ ー タ を 、 Ｅ Ｃ Ｕ に よ り 制 御 す る 。 （ 請 求 項 ４ に 相 当 ）
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 車 体 Ｓ の 上 下 方 向 の 速 度 に 比 例 し た ス ト ロ ー ク 値 と な る よ う 、 第 一 液 室
４ を 膨 張 ま た は 収 縮 さ せ る こ と が で き 、 ス カ イ フ ッ ク 制 御 と 同 様 に 、 車 体 Ｓ の 振 動 （ ば ね
上 振 動 ） を 制 振 す る こ と が で き る と と も に 、 凹 凸 の あ る 路 面 を 走 行 し た 場 合 で も 車 両 の 姿
勢 を 一 定 に 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 に 係 わ る サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 の 制 御 内 容 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
　 図 ２ に 示 し た Ｇ セ ン サ の 検 出 値 、 図 示 し な い セ ン サ に よ り 検 出 し た 、 第 一 液 室 ４ の ス ト
ロ ー ク セ ン サ 値 （ 第 一 液 室 ４ の 体 積 変 化 に 伴 う 付 加 シ リ ン ダ 筐 体 １ ０ 内 の シ リ ン ダ 筐 体 ９
の 移 動 量 ） 、 第 一 液 室 ４ 内 の 圧 力 Ｐ １ の セ ン サ 値 を 入 力 し た 後 （ Ｓ ２ ） 、 第 一 液 室 ４ の ス
ト ロ ー ク セ ン サ 値 か ら 第 二 液 室 ７ 内 の 圧 力 Ｐ ２ を 推 定 す る （ Ｓ ３ ） 。 第 一 液 室 ４ 内 の 圧 力
Ｐ １ と 第 二 液 室 ７ 内 の 圧 力 Ｐ ２ の 圧 力 差 Ｐ を 演 算 し て （ Ｓ ４ ） 、 Ｇ セ ン サ の 値 、 つ ま り は
車 体 Ｓ の 上 下 加 速 度 を フ ィ ル タ 演 算 処 理 し て （ Ｓ ５ ） 、 目 標 と な る 第 一 液 室 ４ の ス ト ロ ー
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ク 速 度 （ 付 加 シ リ ン ダ 筐 体 １ ０ 内 を 移 動 す る シ リ ン ダ 筐 体 ９ の 速 度 ） を 演 算 し （ Ｓ ６ ） 、
さ ら に そ れ を 積 分 演 算 処 理 し て 、 目 標 と な る 第 一 液 室 ４ の ス ト ロ ー ク 量 を 演 算 す る （ Ｓ ７
） 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ の 後 、 目 標 と な る 第 一 液 室 ４ の ス ト ロ ー ク 量 か ら 、 第 一 液 室 ４ の ス ト ロ ー ク セ ン サ 値
を 減 算 し て （ Ｓ ８ ） 、 偏 差 値 を 求 め 、 当 該 偏 差 値 を 元 に 、 必 要 と な る ポ ン プ 流 量 Ｑ （ Ｌ ／
ｍ ｉ ｎ ） お よ び 指 令 値 と な る モ ー タ 回 転 数 Ｎ （ ｒ ｐ ｍ ） を 演 算 す る （ Ｓ ９ ） 。 こ こ で 、 Ｐ
１ ＞ Ｐ ２ の 状 態 で Ｐ は ＋ 、 Ｑ は 第 一 液 室 が 延 び る 状 態 を ＋ と し て 、 Ｐ × Ｑ を 演 算 す る （ Ｓ
１ ０ ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ こ で 、 Ｐ × Ｑ ＞ ０ で あ る 場 合 は 、 ポ ン プ ８ を 構 成 す る モ ー タ １ １ に モ ー タ 回 転 数 Ｎ （
ｒ ｐ ｍ ） を 指 令 値 と し て 出 力 す る （ Ｓ １ ２ ） 。 な お 、 指 令 値 は 電 流 で も か ま わ な い 。 こ の
モ ー タ の 駆 動 力 に よ り 、 第 一 液 室 の ス ト ロ ー ク を 変 化 さ せ る （ Ｓ １ ３ ） 。
　 Ｐ × Ｑ ≦ ０ で あ り 、 か つ 、 実 際 の モ ー タ 回 転 数 が 、 指 令 値 で あ る モ ー タ 回 転 数 Ｎ よ り も
小 さ い ま た は 同 じ で あ る 場 合 は （ Ｓ １ ４ ） 、 モ ー タ １ １ へ 指 令 値 た る モ ー タ 回 転 数 Ｎ を 出
力 し （ Ｓ １ ５ ） 、 モ ー タ １ １ の 駆 動 力 に よ り 、 第 一 液 室 ４ を ス ト ロ ー ク さ せ 、 第 一 液 室 ４
の 体 積 を 変 化 さ せ る （ Ｓ １ ６ ） 。
　 Ｐ × Ｑ ≦ で あ り 、 か つ 、 実 際 の モ ー タ 回 転 数 が 、 指 令 値 で あ る モ ー タ １ １ の 回 転 数 Ｎ よ
り も 大 き い 場 合 は （ Ｓ １ ４ ） 、 モ ー タ １ １ に 電 力 を 回 生 さ せ て 、 第 一 液 室 ４ の ス ト ロ ー ク
に ブ レ ー キ を 作 用 さ せ る （ Ｓ １ ７ ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 に 係 わ る サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 の 、 サ イ ン 波 形 を な す 路 面 を 走 行 し た 場 合
の 制 御 内 容 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
　 サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 の 車 輪 Ｗ が サ イ ン 波 形 を な す 路 面 の 最 も 高 い 位 置 か ら 、 低 い 位 置 へ
移 動 す る 場 合 （ リ バ ウ ン ド 時 ） に お い て は 、 上 下 加 速 度 Ｇ は 下 向 き と な り 、 図 ４ 中 （ １ ）
に 示 す よ う に 、 ま ず 、 ア キ ュ ム レ ー タ ６ に 蓄 え ら れ た エ ネ ル ギ ー に よ り 、 第 二 液 室 ７ か ら
第 一 液 室 ４ へ 作 動 液 を 通 流 さ せ 、 ポ ン プ ８ お よ び モ ー タ １ １ を 回 転 さ せ て 、 モ ー タ ８ に よ
り 電 力 を 回 生 し て 、 第 一 液 室 ４ の ス ト ロ ー ク に ブ レ ー キ を 作 用 さ せ る と と も に 、 第 一 液 室
４ の ス ト ロ ー ク を 延 伸 さ せ る 。 こ の 後 、 図 ４ 中 （ ２ ） に 示 す よ う に 、 ア キ ュ ム レ ー タ ６ に
蓄 え ら れ た エ ネ ル ギ ー が 減 少 す る と 、 さ ら に 第 一 液 室 ４ の ス ト ロ ー ク を 延 伸 さ せ る に 当 た
っ て は 、 ポ ン プ ８ を 回 転 さ せ て 、 第 二 液 室 ７ か ら 第 一 液 室 ４ に 作 動 液 を 通 流 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 の 車 輪 Ｗ が サ イ ン 波 形 を な す 路 面 の 最 も 低 い 位 置 か ら 、 高 い 位 置 へ
移 動 す る 場 合 （ バ ウ ン ド 時 ） に お い て は 、 図 ４ 中 （ ３ ） に 示 す よ う に 、 上 下 加 速 度 Ｇ は 上
向 き と な り 、 ま ず 、 路 面 か ら 入 力 さ れ る エ ネ ル ギ ー に よ り 、 第 一 液 室 ４ か ら 第 二 液 室 ７ に
作 動 液 を 通 流 さ せ 、 ポ ン プ ８ お よ び モ ー タ １ １ を 回 転 さ せ て 、 モ ー タ １ １ に よ り 電 力 を 回
生 し て 、 第 一 液 室 ４ の ス ト ロ ー ク に ブ レ ー キ を 作 用 さ せ る と と も に 、 第 一 液 室 ４ の ス ト ロ
ー ク を 縮 減 さ せ る 。 こ の 後 、 図 ４ 中 （ ４ ） に 示 す よ う に 、 路 面 か ら 入 力 さ れ る エ ネ ル ギ ー
が 減 少 す る と 、 さ ら に 第 一 液 室 ４ の ス ト ロ ー ク を 縮 減 さ せ る に 当 た っ て は 、 ポ ン プ ８ を 回
転 さ せ て 、 第 一 液 室 ４ か ら 第 二 液 室 ７ に 作 動 液 を 通 流 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 、 リ バ ウ ン ド 時 に お い て 、 ア キ ュ ム レ ー タ ６ に 蓄 圧 さ れ た エ ネ ル ギ ー に よ り
、 第 二 液 室 ７ か ら 第 一 液 室 ４ に 作 動 液 を 通 流 さ せ 、 ポ ン プ ８ お よ び モ ー タ １ １ を 回 転 さ せ
て 、 電 力 を 回 生 す る こ と に よ り 、 ア キ ュ ム レ ー タ ６ に 蓄 圧 さ れ た エ ネ ル ギ ー を 回 収 す る こ
と が で き る と も に 、 バ ウ ン ド 時 に お い て 、 第 一 液 室 ４ に 路 面 か ら 入 力 さ れ る エ ネ ル ギ ー に
よ り 、 第 一 液 室 ４ か ら 第 二 液 室 ７ に 作 動 液 を 通 流 さ せ 、 ポ ン プ ８ お よ び モ ー タ １ １ を 回 転
さ せ て 、 電 力 を 回 生 す る こ と に よ り 、 路 面 か ら の 入 力 エ ネ ル ギ ー を 回 収 す る こ と が で き る
。
　 ま た 、 車 体 Ｓ の 上 下 加 速 度 Ｇ を 検 出 し て 制 御 す る こ と に よ り 、 車 体 Ｓ の 上 下 方 向 の 速 度
に 比 例 し た ス ト ロ ー ク 値 と な る よ う 、 第 一 液 室 ４ を 膨 張 ま た は 収 縮 さ せ る こ と が で き 、 ス
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カ イ フ ッ ク 制 御 と 同 様 に 、 車 体 Ｓ の 振 動 （ ば ね 上 振 動 ） を 制 振 す る こ と が で き る と と も に
、 凹 凸 の あ る 路 面 を 走 行 し た 場 合 で も 車 両 の 姿 勢 を 一 定 に 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 上 記 実 施 の 形 態 に の み 限 定 さ れ る も の で は な く 、 幾 多 の 変 形 ま た は 変
更 が 可 能 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 は 、 車 高 調 整 が 可 能 な サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 に 適 用 し て 効 果 的 な も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に な る サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 の 要 部 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に な る サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 の 制 御 内 容 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に な る サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 の 制 御 内 容 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で
あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に な る サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 の 路 面 走 行 時 の 制 御 内 容 を 示 す 模 式
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 の 要 部 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 の 要 部 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 １ 　 ア ク ス ル 部 材
　 ２ 　 シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ
　 ３ 　 ス プ リ ン グ
　 ４ 　 第 一 液 室
　 ５ 　 流 路
　 ６ 　 ア キ ュ ム レ ー タ
　 ７ 　 第 二 液 室
　 ８ 　 ポ ン プ
　 ９ 　 シ リ ン ダ 筐 体
１ ０ 　 付 加 シ リ ン ダ 筐 体
１ １ 　 モ ー タ
１ ２ 　 気 体 室
１ ３ 　 Ｇ セ ン サ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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